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　いずれも親の学歴，職業の差が子どもの成績に影響を与えていることを示しているのである。
　しかしこれはなにも学童期に入ってから起る現象ではない。すでに幼児期の知能検査の得点に明
瞭にあらわれるという。一般に山の手の幼稚園児と下町の幼稚園児を比較すると，山の手の幼稚園
児の知能指数の方が高い。しかしこの低い下町の幼稚園で一定期間園児を訓練すると山の手の指数
に近づくとか，これを凌駕することは，大いにありうることだといわれている。
　また農山村の子どもの知能テストの得点が，都市の子どものそれよりもかなり劣っていることは，
わが国の多くの調査でも示されていることであるが，これはアメリカやフランスやドイッでもそう
だという。つまりいまの知能テストはテストの内容そのものが，都会むき，山の手むきにできてい
ることは，上述の教科書と同じである。都会の人，山の手の人がその社会をリF－一ドしている階級で
あるかぎり，このことは続くとみてよいであろう。
　これについて思いだされることに，ヤーキス（15）らのやった第1次大戦中の軍隊分類テストがあ
る。C・C・ブリグハムはこれらの資料を統計的にまとめ，人種や国籍の集団の平均知能に等級を
っけ，嵐のような論議をよんだ。その結果によるとアメリカ生れの白人が最も得点が高く，白人の
血が少なくなるにつれて低く，黒人が最も低いということであった。確かに資料のそういう処理の
仕方もあったが，その処理が集団内の個人差を考えず，また環境的要素をとり入れて分類すること
をおこたっている点に，批判の論議が集中した。なかでもウィリアム・C・バグレーが，北部2州
出身の黒人の方が南部2州出身の白人よりも平均点が高いことを指摘し，　「決定的要因」がもっと
他の点にあることを強調したのが有名であった。つまりひとくちでいえば，これらの成績はアメリ
ヵの学校でどれだけ教育をうけたかによって左右された点が多かったのである。そしてそれが富に
ょって左右されることが多いことは，いうまでもないことであった。つまりアメリカ生まれの白人
が最も裕福で，最も教育されていたのである。
　教育の内容を誰がつくり，誰が教師になり，教師がどのような生活条件におかれ，何に向かって
教育させられているかは，生徒の成績に深刻に影響しつづけるだろう。それを最もよく象徴してい
るわれわれに身近かな事例は，冒頭でのべた帝国大学における士族から平民への主役の急激な交代
であったともいえよう。そしてそれはまた近く再びそれに似た事例が生ずるかもしれないことを示
唆しているともいえる。しかしその時までは，このことは親にとってのみならず，生徒自身にとっ
ても，また教育を考え，本当の教育をしこうするものにとっても深刻な問題であって，決してゆる
がせにすることのできる問題ではない。
　現代の指導要領と教科書が中産階級の知的労働者によって作製され，現代の教育がそれを使って
中産階級の教育労働者である教師によって実施されていることは，当然それのらち外の生活をして
いる家庭の子どもにある種のハンディキャップを与えていることは大きな問題である。またわが国
のように教科書や教材が極端に中央集権的に決められているところでは，地方の子どもにとっては
学習がたいへん不利な条件になっていることも問題である。戦前のように雪にとじこめられている
北陸で，正月に学校にいくと「タコ揚げ」を学ぽねばならぬというような極端な不合理はなくなっ
た（北陸では「タコ揚げ」は春にするものなのに，東京中心で考えると，そういうことになる。）
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サイタサイタサクラも東京では四月でも，北海道では五月であろう。それが同じように四月に教え
られていたが，地方の特殊な生活背景は無視されがちで・また教師の地方の教材を生かそうする努
力の余地も指導要領によって次第にせばめられてきていることは，戦前とそれほど違わなくなって
きているといえる。こうした傾向が何を意味するかは，よく考えてみる必要があろう。
　いずれにしても，以上のようなあれやこれやの条件が加わって，教師は自分が教えようと考えて
いるものをうまく処理し，その路線に抵抗なくのってくる生徒に知らず知らずのうちに好感をよせ，
彼らがよくできると考え，よい評点を彼らにつけがちとなろう。こうして教師のいうこと，教師の
教えることにはじめから乗っていきやすいかまえのできている子どもたちは，出発点において教師
とすべての点で通じあい，それがますますよい成績をあげていく原因になるだろう。逆に教師のい
っていることに異和感をもっている子どもは，ますます教師についていけなくなり，異和感は増大
し，次第に劣等感のとりことなっていくことは火を見るより明らかなことであろう。こうして教室
の3分の1の生徒は授業についてこれないお客さんということになり，教師がそちらに手をとられ
れぽ，よくできる子どもは逆にあくびをしているようなことになる。そして少なくない数の教師が
精神薄弱児なみに，子どもたちをよくできる英才児と中程度の子どもと，お客さんとにわけて教育
することが能率をあげる道であると考えるようになり，能力による選別教育にさんせいするような
ことにもなっていくのである。しかもそのよくできる子どもたちが，自分たちと比較的に似た生活
をしている，同じ中産階級の子どもであるということであれぽ，そのような考え方を形成するのに，
教師が比較的抵抗を感じないだろうことはいうまでもない。しかしそれが真相を掴んだ生徒の評価
でないことは，以上のことからも想像できよう。
　そのうえなおつけ加えるならぽ，現在の教科書にはまだ他に重要な問題があるように思われる。
心理学の進歩や現場の教師が教科書の作製に加わるようにつってから，ひところのようなことはな
くなったとはいえ，やはり子どもの立場から書かれたものとはいえない点がある。子どもを「小さ
いおとな」と考えて，ともすれぽおとなの立場から知識が取捨され，羅列されている点がなきにし
もあらずである。こうした教科書のなりたちは，やはり早くから抽象的思考になれ，気のきいた環
境で育てられる「小さなおとな」たちに有利であろう。小さなおとなに早くなることは，現在のよ
うに社会がめまぐるしく移り変わり，人間の知識が日進月歩する社会では，ある意味では必要なこ
とかもしれないが，おとなの作った社会や既成の知識に疑問を抱き，そのなりたちをもう一度反省
してみるような人間を育てないことは，ルソ・一一の主張を思い出してみるまでもないことであろう。
　おとなが自分たちの作ったものに自信を持ち，それをもうら的に早くおぼえこませようとするこ
とは，学校教育のひとつの大きな目的であるにしても，検定をくぐりぬけてくる現在の教科書のよ
うに，既成の知識にのみ重点をおぎ，それを土台にして飛躍をとげさせる方向がむしろ遮断されて
いるようななりたちには問題があろう。たとえぽこれについて思いだされることは確か文部省の役
人が「天道説が疑問に思われていても，地道説が証明されていないうちは・天道説でいく」と説明
していたことである。現在の検定教科書のたてまえは，このことぽに象徴されているように私には
思われる。
一23一
　いずれにしても現在の教科書には不必要な無駄が多過ぎるように思われる。戦前のたとえぽ算数
や代数幾何のように，判じもののような計算問題や証明問題にやたらと時間をかけるような不合理
はなくなってはいる。そして戦後のひところは多少ともいい方向に向きかけているかにみえた時期
があったが，またいつの間にか元の木阿弥に戻ったというより，過去のやり方をよしとする考え方
が教科書に強く反映してきはじめているようにみえる。ということになれぽ現代の社会のなりたち
に不合理を感じ，ぽくぜんとしたものであれ，異和感を持っている子どもたちが，現代の社会を合
理的と肯定し，これを守る立場からのみられつされている教科書の知識をおぼえこむ路線に乗り遅
れていくことはあやしむにたりないことかもしれない。「それを批判しそれを改造していくにして
も，まずそれを学び習得することが必要である」とはよくいわれることであり，私も学生たちによ
くいうことであるが，しかしそれはある年令，ある発達段階に達した者にはじめて効果を持つこと
ぽだといえよう。ましてそれが覚えるに値しないものであればどういうことになろう。現代の成績
の評価は，そのような既成の知識の習得や無駄な訓練のでき，ふできによって左右される点があま
りに多いように思われる。そしてその得点が悪ければ，できの悪い子とされ，教師も親もさらに悪
いことには生徒自身も，自分は駄目な子と思い，また周囲の友だちやその親やおとなたちもそう思
い込み，そのように遇されることになり，遂に彼は一生浮かばれないことになってしまうこともな
きにしもあらずであろう。この問題は学習の転移の問題とも関係があり，そう簡単とはいえないが
よく考えてみなければならない問題をふくんでいる。
　いずれにしても現代の学校の評価が，能力を正当に評価する公正なコンテスト型のものとなって
いないことは，サミンの言にまつまでもないだろう。しかもそれが社会的身分を決定する重要な要
素であれぽ，問題は重大である。多くの学生が，現代の教育の評価にぼく然とした不信感を持って
いることは事実である。第1表は多少この問題とはつれているかもしれないが「学校（中高校）の
評価は教師のみのやるべきことである
最終の評価は教師がやるべきだがなんらかの形で生徒が関与すべき
である
ある年令以上になれば自己評価が中心で教師等の評価を参考にすべ
きだ
生徒間の相互評価が最も大切
不
?
人 数 計
明大（工・農科）
24
69
2
1
4
100
桜美大（経済）
5
21
1
3
30
第1表　評価に対する学生の意見
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評価は教師のみがやることであって，生徒の関与すべきことではないという考え方があるが，これ
にっいての君の意見は？」という質問に対する，学生の解答を整理したものである。多くの学生は
教育評価は教師のやるべきことであることを認めながらも，一方でペー一・・一く・一・テストによる現在の
評価の仕方に不満・不信を表明している。そしてあるものは人間全体として評価されることを望み，
またあるものはもっと客観的な評価の必要性を強調している。そしてそのためには，日常のホー
ム・ルームなどを通ずる教師と生徒の話し合いや教師の観察，及び生徒の自己評価や相互評価を参
考にすべきだといっている。
　大学まで来たものにはまだこうした発言の機会を与えられることも多く，またある意味では評価
がよかった幸運児である。　ここまでこないで途中で沈んでしまった青年ちはどうなっているだろ
う。小さい時から知能テストからはじまって，さまざまなテストによって能なしと判定されつづ
け，劣等感にさいなまれながら，遂には自らを能なしと断定しなけれぽ生きていけない若者も少な
くはなかろう。そのあきらめの過程であきらめきれず力つきて自殺するものが日本では多いのでは
ないかと，WHOなどでもみているのであろう。デイヴイスのいうように社会生活を合理的に運ぽ
せるためには競争は必要なのかもしれないが，学校教育がサミンのいうように弱肉強食のしきたり
を永続的に正当化させるために使われていては，ルソーのいうように学校で何も教育しない方がま
だましだということにもなろう。ましてその競争にはじめからさまざまなハンディキャヅプや不合
理が縫いこまれているとすれぽ，福沢のいうように「腹が立て堪まらぬ」と感ずるものの数はます
ますふえていくことであろう。
　かの高校三原則は，この学校教育という名の「コソテスト」をできるかぎり公平，正当なものに
するための改善策でもあった。現在これを堅持している府県は数少なくなっている。つぎにはこの
面からこの問題について考察してみよう。
（注）
（1）唐沢富太郎著「明治百年の児童史」　（講談社）
（2）同上
③　同上
（4）世界大百科事典「教育」　（平凡社）
（5）宮原誠一著「青年期の教育」　（岩波新書）
⑥　「コナソト報告」と「ソヴェト教育学」の訳文はすべて同上の書による。
（7）同上
〔8〕世界大百科事典「学校」　（平凡社）および梅根悟著「西洋教育史」　（金子書房）
（9）「Learr1ng　to　be　toP」（Book　of　Life　in　105　Weekly　Parts）
（10）ibid
⑪ibid
⑫ibid
⑬ibid
⑭ibid
⑮　フラソシス，ブラウソ著「教育社会学」　（西本三十二訳・朝倉書店）
⑯　国立教育研究所第三研究部第三研究室「埼玉県における進路追跡研究」　（昭和46年3月）
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The　Point　at　Issue　of　the　Educational　System℃ontest’in　Japan
一〇11the　Human　Alienation　in七he　University　part　II－一一
Hiromu　Kishimoto
　　In　Japan　man’s　s㏄ial　status　has　become　inertricably　linked　with　his　school　career．　Com・
petitive　ethos　which　is　unique　in　the　world　speaks　for　it．　Even　WHO　suggests　that　the
high　rate　of　young　man’s　suicide　in　Japan　might　be　a　consequence　of　that　extraordinary
hard　cramming　for　entrallce　examinations．
　　The　close　co且nection　between　s㏄ial　status　and　school　career　in　Japan，　to　be　sure，　had
been　established　before　the　World　War　II．　It　may　be　traced　to　the　Restoration　of　Meiji，
when　education，　put　emphasis　on　arise　in　the　world，　spread　far　and　wide。　However，　it　is
also　the　fact　that　American　educatinal　system　of‘contest’，　brought　by　the　occupation　auth・
orities，　has　had　the　great　influence　over　it．　At　all　events　we　cann’t　ignore　those　matters
when　we　discuss　Japanese　education　nowadays’．
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